
ヨ
ネ

・
ノ
グ
チ
英
文
著
作
集
　
第
２
集

復
刻
集
成
版
　
浮
世
絵
お
よ
び
日
本
美
術
評
論
集

別
冊
日
本
語
解
説

ヨ
ネ

・
ノ
グ
チ
の
浮
世
絵
お
よ
び
日
本
美
術
評
論
集
に
つ
い
て

解
説
■
稲
賀
繁
美

■
ion Synapse
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戦
前
期
に
は
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
、
ヨ
ネ

・
ノ
グ
チ
こ
と
野
日
米
次
郎

（
一
八

七
五

‐
一
九
四
七
）
は
、
英
語
を
駆
使
し
た
著
述
を
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
詩
集

・
小
説

。
評
論
に
関
し

て
は
、
す
で
に
本
企
画
に
先
行
し
て
著
作
集
が
復
刻
さ
れ
、
亀
井
俊
介
氏
に
よ
っ
て
的
確
な
別
冊
解
説
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
従

っ
て
、
そ
こ
に
記
載
の
あ
る
伝
記
的
な
沿
革
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
す
こ
と
を
差
し
控

え
る
。
ヨ
ネ

。
ノ
グ
チ
が
、
生
前
の
名
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
没
後
急
速
に
忘
れ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
戦
時

中
に
著
作
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
を
媒
体
に
、
時
局
的
な
発
言
を
な
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
国
際
派
と
し
て
知
名
度
の
あ

っ
た
文
化
人
が
、
戦
争
期
に
及
ん
で
、
国
粋
的
あ
る
い
は
超
国
家
主
義
的
な
宣

伝
に
挺
身
し
た
こ
と
は
、　
一
見
す
れ
ば
き
わ
め
て
皮
肉
な
事
態
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
は
、
英
語
と
日
本
語
と
の

間
を
往
来
す
る
宿
命
を
背
負

っ
た
ノ
グ
チ
の
コ
一重
国
籍
性
」
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
息
子
で
自
ら
彫

刻
家
と
し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
イ
サ
ム

・
ノ
グ
チ
も
、
自
分
の
母
、
レ
オ
ニ
ー

・
ギ
ル
モ
ア
に
対
し
て
あ
ま
り

に
冷
淡
で
あ

っ
た
父
に
つ
い
て
、
決
し
て
よ
い
思
い
出
を
抱
い
て
は
い
な
い
。
だ
が
洋
の
東
西
を
往
還
し
た
イ
サ

ム
の
造
形
藝
術
家
と
し
て
の
生
涯
を
辿
る
と
、
そ
こ
に
は
透
か
し
彫
り
の
よ
う
に
、
父
ヨ
ネ
の
影
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

実
際
、
ヨ
ネ

。
ノ
グ
チ
は
文
藝
や
詩
作
の
傍
ら
で
、
十
冊
に
お
よ
ぶ
美
術
関
係
の
著
述
も
な
し
て
い
た
。
執
筆

の
時
期
を
み
る
と
、
四
十
代
半
ば
か
ら
六
十
代
後
半
ま
で
の
、
ほ
ぼ
二
十
年
間
の
広
が
り
を
有
す
る
。
十
九
世
紀
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後
半
以
来
の
欧
米
の
日
本
趣
味

（ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
）
は
、
日
露
戦
争
後
急
速
に
退
潮
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
第

一

次
世
界
大
戦
後
、
世
界
市
民
主
義

（
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
）
が
暗
一伝
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ノ
グ
チ
の
美
術
論
の
出

発
点
に
呼
応
す
る
。
そ
し
て
日
本
が
国
際
的
孤
立
の
な
か
で
大
東
亜
共
栄
圏
の
夢
想
を
追
求
す
る
時
期
に
ま
で
至

る
。扱
わ
れ
た
内
容
は
、
大
き
く
三
つ
に
括
り
う
る
。
ま
ず
、
日
本
趣
味
流
行
と
と
も
に
欧
米
で
人
気
を
集
め
た
北

斎
、
広
重
ら
の
後
期
風
景
版
画
。
次
に
、
欧
米
で
は
や
や
遅
れ
て
専
門
の
好
事
家
や
愛
好
者
の
垂
涎
の
的
と
な
っ

た
春
信
、
清
長
、
歌
麿
か
ら
写
楽
に
至
る
浮
世
絵
美
人
画
・役
者
絵
。
そ
れ
に
先
立
つ
元
禄
期
の
光
琳
も
ま
た
、
欧

州
で
は
世
紀
末
装
飾
美
術
復
権
の
文
脈
で
注
目
さ
れ
、
そ
の
再
評
価
が
日
本
に
伝
播
し
た
。　
一
九
三
二
年
に
大
判

の
初
期
浮
世
絵
論
を
ま
と
め
た
ノ
グ
チ
は
、
第
二
の
領
分
と
し
て
古
代
日
本
に
目
を
転
じ
、
『聖
武
天
皇
と
正
倉
院
』

を

一
九
四

一
年
に
脱
稿
す
る
。

日
本
国
籍
の
英
語
作
家
と
し
て
、
ョ
ネ

。
ノ
グ
チ
は
小
泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
か
ら
天
心

。
岡

倉
覚
三
に
至
る
系
譜
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
う
る
。
ま
た
か
れ
は
、
イ
ン
ド
の
詩
人
ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト

・
タ
ゴ
ー

ル
と
交
流
し
、
論
争
を
も
引
き
起
こ
し
た
。
そ
の
軌
跡
は
ア
ジ
ア
の
近
代
を
見
据
え
る
う
え
で
看
過
で
き
ま
い
。
ョ

ネ

。
ノ
グ
チ
に
よ
る
浮
世
絵
及
び
美
術
関
係
の
著
述
は
、
国
際
文
化
交
流
の
前
線
に
あ
っ
て
、
美
術
遺
産
が
担

っ

た
役
割
を
再
検
討
す
る
う
え
で
も
、
き
わ
め
て
貴
重
な
原
資
料
た
る
意
義
を
失
わ
な
い
。
日
本
を
代
表
す
る
社
会

的
責
務
を
自
ら
に
課
し
た
英
語
使
用
者
が
、
英
語
で
日
本
美
術
を
論
じ
る
。
そ
こ
に
手
ま
れ
た
錯
綜
が
、
ヨ
ネ

・
ノ

グ
チ
の
両
大
戦
間
の
著
述
に
は
集
約
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
ノ
グ
チ
に
よ
る
執
筆
の
順
番
に
し
た
が
っ
て
、
お
の
お
の
の
著
作
を
簡
単
に
見
て
ゆ
こ
う
。

∩
）

『
一ム
舌
置

Ｒヽ
ヽ
ο
ら
ヽ
耐
ｏ

Ｚ
①
要

ぞ
Ａｏ
『
バ
一
〇
■
ｏ
コ
一巴
ご
・
【
つ
い
一
（要
中一Ｆ

一
〇
Ｏ
ｏ
一一ｏ
一て
も
０
〓
】“
資
『
蟄
一ｏ
５
∽
”
ｂ
Ｑ

”
〇
〇
【Ｏ
ｇ
『
①
Ｑ

で
８
静
も
一ｏｏｏＹ
・い
ど
ア

■
８
・
（復
刻
集
第

一
巻
第

一
番
目
）

扉
に
は
ぃぃ↓
訂

∽
ｏ
】■

Ｒ
旨
罵
●
①８
＞
〓
ψ〕な
ど
の
著
者
、
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

一
九

一
五
年
に
出

版
さ
れ
た
ノ
グ
チ
最
初
の
日
本
美
術
論
で
あ
り
、
そ
の
前
年
の
＾^↓
訂

ぽ
一■

亀
旨
鷺
認
器
”
８
一曼
。。
と
対
を
な
す

も
の
だ

っ
た
。
二
十
年
代
以
降
の
ノ
グ
チ
の
美
術
論
に
は
、
こ
の
最
初
の
著
作
に
よ
る
概
論
を
、
各
論
で
補
充
し

た
趣
が
あ
る
。
そ
の
噌
矢
を
な
す

『広
重
』
が
出
版
さ
れ
た
背
景
に
は
、　
一
九

一
八
年
に
広
重
没
後
六
〇
周
年
の

行
事
が
あ

っ
た
。
こ
の
席
で
の
講
演
は
、
そ
の
後
ゝ
おヽ
ミ
ヽ
じ
ω
Ｓ
ヽヽ
ヽヽ
Ｒ

ｅ
８
８
じ
誌

η
＆
Ｊ
ζ
ド

も
Ｓ
）
に

Ｒ〓
『ｏ
∽コ
一”
ヽ
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
そ
の
英
文
が
本
書
の
第

一
部
と
し
て
再
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

『広
重
』
に
は
、
自
ら
の
米
国
か
ら
の
帰
国
体
験
が
色
濃
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
ノ
グ
チ
は

一
九

一
九

年
に
十
五
年
ぶ
り
で
北
米
合
衆
国
に
滞
在
し
、
各
地
で
講
演
し
て
い
る
が
、
経
済
大
国
へ
と
変
貌
し
た
こ
の
国
に

違
和
感
を
抱
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
北
米
の
現
代
生
活
に
煩
悶
を
抱
い
て
帰
国
し
た
彼
は
、
自
ら
の
西
洋
化
し

た

「青
い
目
」
を
通
し
て
日
本
を
見
て
、
愚
か
な
西
洋
の
模
倣
を
呪
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
欧
米
よ
り

一戻
っ
て
、
日
本
の
変
貌
と
と
も
に
、
も
は
や
洋
行
以
前
の
感
性
も
失

っ
て
し
ま
つ
た
自
ら
を
憂
い
た
、
新
帰
朝
者
、

永
井
荷
風
の
感
慨
に
も
通
じ
る
。
だ
が
ノ
グ
チ
は
向
島
か
ら
の
花
見
の
船
で
、
隅
田
川
の
穏
や
か
な
深
い
青
に
、
日

本
人
の
目
を
取
り
戻
す
体
験
を
味
わ
う
。
西
洋
の
染
料
と
違

っ
て
、
他
の
色
に
は
染
ま
ら
な
い
均
質
な
原
初
の
色

彩
。
そ
れ
が
彼
を
広
重
の
世
界
に
誘

っ
た
。
オ
ス
カ
ー

・
ワ
イ
ル
ド
を
捩
る
な
ら
、
両
国
は
広
重
を
模
倣
す
る
、
と

ノ
グ
チ
は
述
懐
す
る
。
だ
が
い
さ
さ
か
ノ
グ
チ
に
と
っ
て
は
皮
肉
に
も
、
広
重
の
青
は
、
舶
来
の
化
学
染
料
、
プ

ル
シ
ア
ン

・
ブ
ル
ー
の
発
色
だ

っ
た
。



広
重
に
は
世
界
的
な
普
遍
性
に
転
化
で
き
る
真
の
地
域
性
が
あ
る
、
と
ノ
グ
チ
は
見
た
。
実
際
、
《
バ
タ
ー
シ
ー

の
古
橋
》
の
ホ
ィ
ス
ラ
ー
は
、
広
重
の
江
戸
情
緒
を
テ
ー
ム
ズ
の
夜
景
に
翻
案
し
、
西
洋
風
景
画
を
刷
新
し
た
。
ノ

グ
チ
は
、
平
家
物
語
や
能
楽
に
み
え
る
こ
の
「対
位
法
」
が
、
絵
画
で
は
広
重
に
具
現
さ
れ
た
と
見
る
。
ホ
ィ
ス
ラ
ー

の
蝶
の
署
名
ひ
と
つ
に
も
、
ノ
グ
チ
は
浮
世
絵

へ
の
繊
細
な
理
解
の
証
拠
を
見
る
。
東
の
国
に
絵
筆
を
残
し
、
西

方
浄
土
の
名
所
見
物
に
旅
立
と
う
―
と
い
う
広
重
の
時
世
は
、
当
時
の
陳
腐
で
些
か
滑
稽
な
定
型
を
踏
襲
し
た
も

の
に
過
ぎ
ま
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
英
訳
さ
れ
れ
ば
、
広
重
が
西
洋
で
あ
ら
た
な
理
解
を
獲
得
す
る
こ
と
を
示
唆
す

る
言
葉
と
な
る
。
ノ
グ
チ
は
そ
う
指
摘
し
て
、
広
重
が
西
洋
の
批
評
言
語
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
発
見
さ
れ
、
創
造

さ
れ
な
お
し
た
こ
と
を
、
高
く
評
価
す
る
。

十
九
世
紀
後
半
、
西
洋
は
北
斎
に
熱
狂
し
た
。
そ
の
野
放
図
な
狂
騒
に
は
ノ
グ
チ
は
釘
を
刺
し
、
ン

∪
ミ
一８
●

コ
ｏ汀

の

『北
斎
漫
画
』
批
判
に
耳
を
貸
す
。
一
途
な
情
熱
と
藝
術
的
偉
大
さ
と
は
別
だ
と
フ
ィ
ッ
ケ
ー
は
述
べ
る
。

西
洋
愛
好
家
の
こ
う
し
た
冷
静
な
判
断
を
ノ
グ
チ
は
尊
重
す
る
。
翻
れ
ば
い
ま
や
日
本
の
ほ
う
が
、
広
重
評
価
に

お
い
て
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
欧
米
読
者
に
む
か
っ
て
ノ
グ
チ
は
そ
う
告
白
す
る
。
は
た
し
て
こ

れ
は
母
国
へ
の
義
憤
か
、
読
者

へ
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
か
？

新
帰
朝
者
ノ
グ
チ
の
視
点
は

『広
重
』
の
な
か
で
、

青
の
日
と
黒
の
目
と
の
間
を
揺
れ
て
い
る
。

本
書
は
前
述
の
米
国
の
詩
人
、
肖
像
画
家
に
し
て
「日
本
美
術
愛
好
家
」
＞
〓
ご
『
∪
ミ
一∽８

コ
集
ｏ
（“
田
‐も
ま
）
に

捧
げ
ら
れ
、
本
文
中
に
は

『月
二
拾
八
景
』
中

《
弓
張
月
》
を
「孤
独
な
花
嫁
の
ご
と
く
ク
ビ
ラ
イ
汗
の
広
間
へ
と

紡
径
い
込
む
」
月
に
讐
え
る
箇
所
で
、
フ
ィ
ッ
ケ
ー
の
詩
が
引
か
れ
る
。
こ
の
引
用
は

一
九
三
四
年
の

『広
重
と
日

本
風
景
』
に
も
再
登
場
。
欧
米
で
七
百
五
十
部
販
売
と
表
記
。
印
刷
は
日
本
。

②

バ
ο
ヽ
き
。
日
寿
一コ
マ
Ｆ
一Ｆ
ｏ
〓
♂

一
つ
い
０
（〓
一一，
い
要
ｏ
ｏ
Ｑ
げ
δ
ｏ
Ｆ
∽
〓

０
２
ｏ
ｃ
喘
”
Ｂ
α
”
●
ｏ
●

】
ｏ
ｏ
ｏ
【ざ
ぐ
ｏ
ｏ
∽
”
コ
０
っ
∽
ヨ
ユ
一
〇
ｃ
お
じ
）

，
い
ξ
Ｐ

平

ま
・
（復
刻
集
第

一
巻
第
三
番
目
）

論
点
が
多
岐
に
わ
た
り
、
著
者
の
主
張
が
や
や
汲
み
取
り
に
く
い

『広
重
』
と
は
異
な
り
、
『光
琳
』
は
腰
の
据

わ

っ
た
著
作
と
の
印
象
を
与
え
る
。
著
者
は
冒
頭
か
ら
、
光
琳
を
装
飾
家
と
み
な
す
定
説
に
異
を
唱
え
、
光
琳
は

「自
然
」
な
藝
術
家
だ
と
訴
え
る
。
「自
然
が
孤
独
な
独
奏
者
の
立
ち
姿
を
み
せ
る
と
き
、
光
琳
の
作
品
は
気
高
き
聖

性
を
放
つ
」
。
ノ
グ
チ
は
光
琳
に
、
「節
約
の
妙
と
示
唆
の
力
」
を
知
る
詩
人
を
見
出
す
。
Ｆ
８
ｏ
日
卜
〓
腱
①
■
８

は

と
も
に
ノ
グ
チ
の
日
本
詩
論
の
常
套
句
。
光
琳
の

「藝
術
は
澄
み
切

っ
た
大
気
に
包
ま
れ
た
精
神
の
世
界
で
あ

っ

て
、
沈
黙
と
い
う
神
秘
の
神
性
が
自
由
に
さ
ま
よ
い
、
耽
溺
と
思
考
と
が
混
ざ
り
合
う
」
。
生
と
欲
と
を
混
同
じ
が

ち
な
世
俗
の
境
地
か
ら
脱
し
た
光
琳
の
藝
術
的
な
魂
は
、
魔
術
師
の
ご
と
く
飛
翔
し
、
そ
の
驚
異
は

「楽
譜
さ
な

が
ら
に
、
金
地
の
屏
風
や
絹
、
漆
の
う
え
に
舞
う
」
。

ノ
グ
チ
は
光
琳
の
空
間
処
理
操
作
を
比
類
な
き
特
質
と
見
定
め
、
虚
実
の
取
り
合
わ
せ
、
声
と
沈
黙
と
を
寄
り

合
わ
せ
る
術
に
注
目
す
る
。
「高
貴
な
も
の
が
無
に
よ
っ
て
引
き
立
ち
、
空
虚
ｏ
日
０
一一需
務
が
ょ
り
豊
か
で
充
実
し

た
生
命
感
に
よ
っ
て
生
気
づ
け
ら
れ
る
」
。
「否
定
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
生
命
」
。
こ
こ
に
岡
倉
覚
三
の
感
化
を
推

定
し
て
も
よ
か
ろ
う
か
。
《
風
神
・雷
神
》
屏
風
に
、
ノ
グ
チ
は
空
虚
と
充
実
と
の
織
り
成
す
躍
動
感
の
典
型
を
見

る
。
お
手
本
と
し
た
宗
達
の
高
貴
さ
を
犠
牲
に

′
し
た
見
返
り
に
、
光
琳
の
作
品
に
は
動
き
と
色
彩
が
横
溢
し
た
、
と

ノ
グ
チ
は
見
る
。
空
自
の
空
間
に
、
詩
人
は
「護
符
の
ご
と
き
空
間
」
ユ
一∽ヨ
〓
ｏ
響
”８
な
る
表
現
を
与
え
る
。
こ
の

金
屏
風
の
裏
面
に
は
、
対
応
す
る
配
置
で
、　
一
世
紀
後
に
酒
井
抱

一
が
銀
の

《
秋
草
図
》
を
描
い
た
こ
と
も
、
む

ろ
ん
ノ
グ
チ
は
怠
ら
ず
指
摘
し
て
い
る
。

一
九

一
〇
年
の
日
英
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
、
岩
崎
家
蔵
の
波
の
屏
風
も
、
宗
達
写
し
だ
が
、
こ
の
光
琳
作
品



は
、
律
動
と
力
感
と
を
御
す
る
術
に
お
い
て
、
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
の
宗
達
原
作
を
凌
駕
し
て
い
る
、
と
ノ
グ
チ
は

観
察
す
る
。
こ
こ
で
ノ
グ
チ
は
本
書
を
捧
げ
た
ｏ
Ｆ
『一８
″
舞
３

を
引
く
。
こ
れ
は
ま
る
で
東
洋
の
プ
ロ
ス
ペ
ロ
の

魔
法
に
で
も
か
か
っ
た
海
面
だ
、
こ
の
海
面
は
フ
ァ
ー
デ
ィ
ナ
ン
ド
の
服
を
濡
ら
す
こ
と
な
く
、
エ
ア
リ
エ
ル
が

命
ず
れ
ば
平
穏
な
相
貌
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。
リ
ケ
ッ
ツ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

『嵐
』
に
託
し
て
、
こ
の
よ
う
に

光
琳
を
弁
じ
て
い
た
。
リ
ケ
ッ
ツ
の
慧
眼
を
賞
賛
す
る
ノ
グ
チ
は
、
世
界
史
に
お
け
る
光
琳
の
特
筆
す
べ
き
地
位

は
、
日
英
博
の
お
陰
で
保
証
さ
れ
た
、
と
の
判
断
を
示
す
。

い
わ
ゆ
る
光
琳
の
工
藝
作
品
に
も
、
ノ
グ
チ
は
賞
賛
を
惜
し
ま
な
い
。
《
住
之
江
の
硯
箱
》
で
は
蒔
絵
と
能
筆
と

の
相
乗
効
果
、
銀
で
象
嵌
さ
れ
た
字
が
絵
の
な
か
に
浸
透
し
て
い
る
様
を
指
摘
し
、
お
お
ら
か
な
デ
ザ
イ
ン
が
小

さ
な
品
の
う
ち
に
投
入
さ
れ
る
魔
術
に
賛
嘆
す
る
。
帝
室
博
物
館
蔵
の

《
八
橋
蒔
絵
硯
箱
》
で
は
、
箱
の
内
部
の

波
模
様
に
忘
れ
ず
注
目
す
る
。
《
紅
梅
・白
梅
図
屏
風
》
ほ
か
で
は
、
冬
の
脅
威
を
破

っ
て
春
を
告
げ
る
梅
の
う
ち

に
、
詩
人
は
エ
レ
ミ
ヤ
や
洗
者
ヨ
ハ
ネ
の
預
言
の
声
を
聞
く
。
ち
っ
ぽ
け
な
野
の
花
に
天
空
が
そ
の
ま
ま
顕
現
す

る
様
は
、
華
厳
経
の

「
一
微
塵
中
、
見

一
切
法
界
」
や
、
道
元
の
「梅
華
」
の
映
像
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。
英
語
圏

の
読
者
に
は
無
効
な
た
め
か
、
文
中
に
仏
教

へ
の
直
接
の
言
及
は
み
え
な
い
。
だ
が
ノ
グ
チ
は
、
光
琳
作
品
の
行

間
に
、
宗
教
的
な
神
秘
が
読
み
取
れ
る
と
主
張
す
る
。

本
書
は
、
英
国
の
作
家

。
版
画
家
、
ｏ
訂
計
∽
″
集
呂
共
“
ま
‐も
〓
）
に
捧
げ
ら
れ
た
。
四
百
五
十
部
を
欧
州
で

販
売
、
日
本
に
て
印
刷
。
最
後
の
数
頁
に
は
何
箇
所
か
誤
植
が
残

っ
て
い
る
の
が
日
に
付
く
。

（
）
い
ざ
や
ミ
いヽ

ψヽ　
ｒ
Ｏ
”
ａ
０
５
¨
”
一バ
一●
ウゝ
”い，
①姜
´
【つ
い
い
（要
一一コ
一つ
ｏｏ
〓
ｏ
一て
ｏ
①∽
”５
。
ぃ
要
ｏ
ｏ
ａ
σ
】ｏ
ｏπ
∽
】３
０
〇
一〇
Ｃ
【ｙ
ｏ
・い
い
０
０
こ

平
逮
。
（復
刻
集
第

一
巻
第
五
番
目
）

先
の

『広
重
』
で
ノ
グ
チ
は
北
斎
を
「日
本
の
藝
術
的
人
格
に
お
け
る
感
嘆
す
べ
き
百
科
全
書
家
」
と
規
定
し
、
ワ

ル
タ
ー

・
ベ
イ
タ
ー
語
る
バ
ル
ザ

ツ
ク
と
比
べ
、
「自
ら
の
過
剰
な
る
好
奇
心
の
奴
隷
と
な
り
か
ね
ぬ
」
人
物
像
を

提
案
し
て
い
た
。
こ
の
ふ
た
り
の
藝
術
家
に
あ

っ
て
は
、
「細
部
の
真
実
が
全
体
と
し
て
気
高
き
嘘
を
築
き
上
げ

る
」
、
と
ノ
グ
チ
は
観
察
す
る
。
虚
構
と
真
実
と
の
園
ぎ
あ
い
は
、
近
松
門
左
衛
門
を
髪
発
と
さ
せ
る
日
吻
だ
。
北

斎
と
い
う
長
命
か
つ
多
産
な
絵
師
は
、
正
面
か
ら
藝
術
的
に
論
じ
る
に
は
不
都
合
な
偏
癖
を
多
々
宿
し
て
い
た
。
し

か
し
法
外
な
逸
伝
こ
そ
が
、
北
斎
の
人
と
な
り
を
雄
弁
に
物
語
る
。

冒
頭
に
引
か
れ
る
の
は
将
軍

・
家
斉
に
絵
を
所
望
さ
れ
た
北
斎
が
、
雄
鶏
の
蹴
爪
に
朱
を
施
し
、
藍
の
水
平
線

を
引
い
た
唐
紙
の
う
え
を
歩
か
せ
た
話
。
鶏
の
足
跡
を
紅
葉
に
見
立
て
、
こ
れ
で
「龍
田
川
」
を

「か
ら
紅
」
に
染

め
て
見
せ
た
北
斎
の
奇
想
で
あ
る
。
あ
る
い
は
世
界
最
大
の
達
磨
を
名
古
屋
の
西
本
願
寺
境
内
で
描
い
て
み
せ
、
か

と
思
え
ば
米
粒
の
う
え
に
二
羽
の
燕
を
描
い
て
み
せ
る
。
極
大
か
ら
極
小
の
振
幅
を
自
在
に
往
来
し
た
、
山
師
顔

負
け
の
大
道
藝
人
。
「葛
飾
の
百
姓
」
を
表
札
と
し
、
稿
料
は
高
額
な
の
に
、
生
涯
貧
乏
を
友
と
し
た
北
斎
。
虚
礼

を
唾
棄
し
て
省
み
ぬ
反
骨
精
神
と
、　
一
徹
な
生
活
哲
学
と
に
、
ノ
グ
チ
は
好
感
を
抱
く
。
あ
の
困
窮
あ
れ
ば
こ
そ
、

北
斎
は
人
間
性
の
真
実
に
肉
薄
で
き
た
、
と
彼
は
考
え
る
。

九
十
に
し
て
万
物
の
精
髄
に
通
じ
、
百
に
し
て
神
に
至
る
、
云
々
。
こ
の
言
葉
は
、
「画
狂
人
」
を
号
し
た
北
斎
七

十
五
歳
の

『冨
嶽
百
景
』
の
序
に
見
え
、
す
で
に
欧
米
で
も
人
口
に
檜
突
し
て
い
た
。
死
に
臨
ん
で
な
お
、
藝
術

の
成
就
の
た
め
に
生
に
執
念
を
燃
や
し
た
北
斎
に
、
ノ
グ
チ
は
深
い
敬
意
を
捧
げ
る
。
だ
が
、
こ
の
序
文
そ
の
も

の
は
、
英
訳
す
る
と
原
文
の
瓢
逸
な
大
言
壮
語
の
趣
を
失
い
、
謹
厳
実
直
な
誓
約

へ
と
変
貌
し
て
し
ま
う
。
そ
の

落
差
を
見
落
と
す
勿
れ
、
と
ノ
グ
チ
は
読
者
の
注
意
を
促
す
。
十
九
世
紀
後
半
以
来
、
欧
米
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス

に
あ
っ
て
、
ル
イ

。
ゴ
ン
ス
の

『
日
本
美
術
』
２

八
八
三
）
を
は
じ
め
、
九
〇
年
代
の
文
豪
エ
ド
モ
ン

・
ド

・
ゴ



ン
ク
ー
ル
、
法
律
学
者
ミ
ツ
シ
ェ
ル

・
ル
ヴ
ォ
ン
ら
の

『北
斎
』
伝
が
、
大
藝
術
家
・北
斎
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ

せ
た
。
そ
れ
を
、
も
っ
と
身
近
で
人
間
味
溢
れ
た
等
身
大
の
姿

へ
と
軌
道
修
正
す
る
こ
と
に
、
ど
う
や
ら
ノ
グ
チ

の
眼
目
の
ひ
と
つ
も
あ
っ
た
と
思
し
い
。
ち
な
み
に
美
術
史
家
、
ア
ン
リ

。
フ
オ
シ
オ
ン
の

『北
斎
』
第
二
版
が

フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
、
北
斎
の
世
界
史
的
な
意
義
を
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
視
点
か
ら
説
い
た
の
も
、
同
じ

一
九

二
五
年
の
こ
と
だ

っ
た
。

ノ
グ
チ
が
北
斎
に
開
眼
し
た
の
は
、　
一
九
〇
二
年
秋
、
最
初
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
の
お
り
だ

っ
た
ら
し
い
。
北
米

経
由
の
新
参
者
は
、
さ
る
詩
人
の
夜
会
で
、
応
接
間
の
暖
炉
の
う
え
に
北
斎
の

《
凱
風
快
晴
》
を
発
見
す
る
。
あ

た
り
を
碑
明
す
る
富
士
を
見
て
、
極
東
の
詩
人
は
自
信
喪
失
か
ら
救
出
さ
れ
、
そ
の
夜
、
宿
に
戻
る
や
、
富
士
の

精
神
に
捧
げ
る

一
編
の
詩
を
書
き
下
ろ
し
た
、
と
い
う
。
パ
リ
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
を
前
に
し
て
圧
倒
さ
れ

た
高
村
光
太
郎
の
自
己
卑
下
と
は
、
好
対
照
の
祖
国
発
見
の
物
語
と
い
っ
て
よ
い
。
確
か
に
北
斎
は
、
野
卑
で
洗

練
に
欠
け
、
あ
ま
り
に
騒
々
し
い
。
だ
が
野
卑
と
は
生
命
の
新
鮮
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
時
代
の
日
本
の
堕
落
に

歯
止
め
を
か
け
た
ば
か
り
か
、
西
洋
を
も
驚
嘆
さ
せ
た
。
そ
の
北
斎
に
直
接
語
り
か
け
る
文
体
を
ノ
グ
チ
は
選
び
、

「我
々
」
要
ｏ
即
、
日
本
人
と
し
て
北
斎
を
賞
賛
す
る
。

本
書
は
、
米
国
の
ビ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
の
写
真
家
、
と
く
〓
ｒ
Ｓ
牲
８

ｏ
３
に
日
含
“
り
一Ｘ
Ｏ
に
捧
げ
ら
れ
て
い

る
。
ノ
グ
チ
の
広
汎
な
交
友
圏
が
推
測
で
き
る
。
五
百
部
を
欧
州
に
お
い
て
販
売
、
と
注
記
。
印
刷
は
日
本
。
図

版
の
う
ち
、
《
菅
家
》
に
は
菅
原
道
真
の
ア
」
の
た
び
は
幣
も
と
り
あ
え
ず
　
手
向
け
山
」
、
《
人
麻
呂
》
に
は
「な
が

ど
り
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
」
の
和
歌
の
英
訳
と
、
簡
略
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

④

ｏ
゛
ヽ
ミ
ヽ
ヽ
ο
ψ
ｒ
ｏ
Ｄ
Ｏ
ｏ
”
¨
”
一バ
一●
７
や
洋
，
①
メ
あ
ψ
一
つ
い
い
（ダ
〓ヽ
ｒ
一
っ
Ｏ
ｏ
〓
ｏ
一Ｋ
も
Φ
∽
”
３
ａ
、
“モ
Ｏ
ｏ
ａ
げ
一〇
０
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∽
一５
０
〇
一〇
Ｃ
『ｙ
ｏ
・い
い
０
「
こ

型
・減
・
（復
刻
集
第

一
巻
第
四
番
目
）

『歌
麿
』
『春
信
』
『清
長
』
は
い
わ
ば
ノ
グ
チ
の
三
幅
対
を
な
し
、
そ
の
あ
と
に

『写
楽
』
が
登
場
す
る
。

『歌
麿
』
は
、
本
来
な
ら
ば

『北
斎
』
に
先
立
ち
、　
一
九
二
三
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
発
刊
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
。

だ
が
同
年
九
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
す
べ
て
は
製
本
所
で
灰
儘
に
帰
し
、
幾
多
の
浮
世
絵
挿
絵
も
新
版
の
た

め
に
差
し
か
え
ら
れ
た
。
原
版
と
の
文
章
の
異
動
は
、
現
在
で
は
確
認
不
可
能
で
あ
る
。

ノ
グ
チ
に
と
っ
て
歌
麿
の
浮
世
絵
史
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
は
明
確
だ
。
そ
れ
は

「ま
だ
官
能
主
義
が
精
神
主

義
と
分
岐
せ
ず
、
両
者
が
混
ざ
り
あ

っ
た
ま
ま
」
の
最
後
の
時
期
を
代
表
す
る
。
歌
麿
を
扱
う
に
及
び
、
ノ
グ
チ

の
文
体
は

『北
斎
』
と
は

一
変
す
る
。
『北
斎
』
の
い
わ
ば
平
俗
と
い
っ
て
も
よ
い
民
衆
口
調
は
、
『歌
麿
』
で
は

影
を
潜
め
、
そ
の
代
わ
り
に
き
わ
め
て
審
美
的
な
書
き
出
し
が
姿
を
見
せ
る
。
歌
麿
の
女
性
た
ち
を
見
る
と

「オ

リ
ー
ヴ
か
い
ば
ら
の
香
り
が
絹
の
よ
う
に
繊
細
な
夏
の
そ
よ
風
に
乗

っ
て
運
ば
れ
る
」
。
そ
の
感
覚
を
ノ
グ
チ
は
抒

情
に
託
す
。
歌
麿
の
女
性
た
ち

へ
の
賛
美
の
念
は
、
肉
体
的
な
痛
み
を
引
き
起
こ
す
。
歌
麿
鑑
賞
に
は
五
感
が
総

動
員
さ
れ
る
。
心
身
を
整
え
、
疲
労
や
虚
弱
、
空
腹
や
不
機
嫌
を
避
け
ね
ば
、
と
で
も
耐
え
ら
れ
な
い
。
広
重
や

北
斎
な
ら
、
こ
れ
を
享
受
し
批
判
す
る
の
は
容
易
だ
が
、
歌
麿
と
な
る
と
、
そ
う
は
参
ら
な
い
。
そ
の
美
は
、
個

性
と
没
個
性
と
の
あ
い
だ
で
微
妙
な
綱
渡
り
を
し
て
い
る
。
歌
麿
の
女
た
ち
は
絵
師
の
夢
の
象
徴
で
あ
り
、
彼
の

愛
と
情
熱
の
告
白
に
他
な
ら
な
い
…

歌
麿
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
石
燕
を
歌
麿
の
父
と
す
る
西
欧
の
説
を
退
け
つ
つ
、
簡
略
に
記
述
す
る
。
挿

入
図
版
も

『絵
本
虫
撰
』
『汐
干
の
つ
と
』
『百
千
鳥
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
欧
米
愛
好
家
を
意
識
し
た
、
最
良
の
摺

り
。
寛
政
八
年
あ
た
り
か
ら
十

一
年
あ
た
り
ま
で
が
歌
麿
盛
期
で
あ
り
、
享
和
年
間
に
入
る
と
あ
き
ら
か
に
退
化

の
兆
候
が
顕
著
と
な
り
、
下
劣
な
作
品
に
詰
ら
ぬ
物
語
ば
か
り
と
な
る
。
絶
頂
に
続
く
堕
落
は
悲
し
い
必
然
、
と



の
史
観
を
ノ
グ
チ
は
示
す
。
そ
の
低
迷
の
な
か
、
《
太
間
の
花
見
》
が
現
将
軍
を
椰
楡
す
る
も
の
と
の
嫌
疑
を
招
き
、

手
鎖
の
刑
を
う
け
た
歌
麿
は
、
そ
の
後
ほ
ど
な
く
病
没
す
る
。

《
泊
ま
り
客
》
三
枚
続
き
の
こ
と
を
ノ
グ
チ
が
初
め
て
耳
に
し
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
の
こ
と
だ

っ
た
と

い
う
。
大
英
博
物
館
で
対
面
す
る
や
、
「徳
川
平
民
藝
術
に
あ

っ
て
肉
体
と
魂
と
が
不
可
分
な
こ
と
」
を
詩
人
は

悟

っ
た
。
「い
ず
こ
の
国
の
藝
術
で
あ
ろ
う
と
、
最
高
の
も
の
は
時
空
を
越
え
、
情
緒
だ
け
が
通
行
証
と
な
る
王
国

へ
と
人
を
誘
う
」
。
歌
麿
の
神
経
質
な
ま
で
の
感
受
性
は
、
観
者
の
魂
に
渇
望
を
与
え
る
、
と
ノ
グ
チ
は
綴
る
。
時

の
翁
の
荒
れ
た
手
は
歌
麿
版
画
の
繊
細
さ
を
損
な
う
が
、
時
の
優
し
い
接
吻
は
、
そ
こ
に
え
も
い
わ
れ
ぬ
色
彩
を

授
け
も
す
る
。
歌
麿
は
女
性
の
情
感
の
高
揚
の
み
な
ら
ず
退
潮
ま
で
も
描
き
出
す
。
そ
ん
な
と
き
、
歌
麿
の
己
は

扱
う
主
題
の
う
ち
に
融
解
す
る
。
そ
の
描
く
女
の
美
は
哀
感
す
ら
呼
び
覚
ま
す
が
、
こ
れ
は
清
長
に
も
北
斎
に
も

無
理
な
こ
と
だ
。
慰
め
え
ぬ
孤
独
な
倦
怠
が
耐
え
難
い
悲
嘆
に
終
わ
る
か
ら
こ
そ
、
歌
麿
の
退
廃
は
危
険
な
の
だ
。

歌
麿
に
後
継
者
の
な
い
の
も
無
理
か
ら
ぬ
。
個
性
を
超
え
た
霊
媒
の
よ
う
な
象
徴
の
美
。
ノ
グ
チ
は
自
作
の
詩
を

引
用
し
て
そ
の
魔
術
を
賞
賛
す
る
。

Ｆ
Ｌ
Ｑ
〓
３
一
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３
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８
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口
℃
【ｏ
日
聟
へ
の
献
辞
。
詩
人
・劇
作
家
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
駐
日

大
使
を
勤
め
、
関
東
大
震
災
を
体
験
し
、
大
正
天
皇
の
大
葬
の
後
離
日
。
本
書
は
、
四
五
〇
部
が
欧
州
販
売
用
、
と

注
記
。
印
刷
は
日
本
。
一
一五
頁
と
二
六
頁
は
乱
丁
で
天
地
。
順
序
に
逆
転
あ
り
。
（本
復
刻
集
で
は
乱
丁
は
正
し
た
。
）
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歌
麿
の
魔
術
が
退
廃
の
淵
に
触
れ
る
危
う
い
美
を
造
形
し
た
な
ら
、
春
信
の
呪
文
は
現
実
を
馨
し
い
妖
精
の
世

界
へ
と
変
貌
さ
せ
る
。
そ
の
両
者
の
あ
い
だ
で
古
典
的
な
完
壁
さ
を
実
現
し
た
の
が
清
長
。
こ
れ
が
ノ
グ
チ
の
見

取
り
図
と
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
陶
器
の
パ
イ
プ
を
吹
か
せ
て
い
た
、
そ
の
ち
ょ

う
ど
同
じ
頃
の
明
和
年
間
の
江
戸
。
そ
こ
か
ら

『春
信
』
の
筆
を
起
こ
す
ノ
グ
チ
に
、
こ
う
し
た
構
図
は
す
で
に

準
備
さ
れ
て
い
た
。
「春
信
が
浮
世
絵
の
池
に
投
じ
た
石
は
波
紋
を
呼
び
、
笠
森
お
仙
の
美
は
西
の
岸
辺
に
到
達
し

て
、
世
界
に
広
が
る
名
声
を
博
し
て
い
る
」
。
だ
が
ノ
グ
チ
は
春
信
の
慎
ま
し
さ
を
愛
す
る
。
「現
実
が
呪
文
と
と

も
に
彼
を
妖
精
の
国
へ
と
導
く
か
ぎ
り
」
で
、
絵
師
は
現
実
を
賞
賛
す
る
。
そ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
俗
人
か
ら
は
、
「春

信
は
黙

っ
た
ま
ま
視
線
を
逸
ら
す
。
あ
た
か
も
春
信
の
女
た
ち
が
半
ば
閉
じ
た
日
で
愛
の
世
界
の
神
秘
を
覗
き
見

す
る
よ
う
に
」
。
「恋
の
ほ
の
か
な
思
い
出
か
、
は
た
ま
た
抒
情
の
幻
か
と
、
催
眠
術
を
操
る
か
の
よ
う
な
釣
り
合
い

の
う
ち
に
、
人
生
を
花
綱
で
飾
る
藝
術
」
な
ど
、
春
信
の
ほ
か
に
は
比
類
す
べ
き
も
の
が
な
い
。
そ
れ
が
ノ
グ
チ
の

春
信
論
の
通
奏
低
音
と
な
る
。
西
洋
人
が
妙
技
を
讃
え
る
そ
の
色
彩
も
ま
た
、
「色
彩
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
色
彩

の
幻
だ
」
、
と
詩
人
は
思
う
。

と
は
い
え
ノ
グ
チ
に
と
っ
て
の
春
信
は
比
類
な
き
線
の
巨
匠
で
あ
り
、
そ
れ
が

「昔
日
の
無
垢
な
る
女
性
を
幻

の
よ
う
に
造
形
す
る
繊
細
さ
に
は
、
ボ

ツ
テ
ィ
チ
ェ
ツ
リ
を
紡
彿
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
、
と
い
う
。
ち
な
み
に

矢
代
幸
雄
が
英
文
で

『ボ

ツ
テ
ィ
チ
ェ
ツ
リ
』
を
メ
デ
ィ
チ

・
ソ
サ
イ
エ
テ
イ
ー
よ
り
上
梓
し
た
の
は
、
直
前
の

一
九
二
五
年
の
こ
と
だ

っ
た
。
「春
信
が
藝
術
に
与
え
る
動
作
は
目
を
引
き
付
け
て
や
ま
な
い
が
、
そ
れ
は
傍
く
も
、

し
か
し
永
遠
で
あ
り
、
生
命
の
華
や
ぎ
に
悲
哀
に
似
た
苦
さ
を
付
け
加
え
る
」
。
こ
こ
で
ノ
グ
チ
は
Ｅ

。
Ａ

。
ポ
ー

の

『
ア
ナ
バ
ル

・
リ
ー
』
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
「春
信
の
夢
幻
世
界
は
詩
の
抒
情
を
招
き
寄
せ
、
嫉
妬
と

復
讐
に
燃
え
る
女
を
扱

っ
て
さ
え
、
そ
こ
に
は
治
外
法
権
の
霊
の
世
界
が
開
け
る
」
、
と
い
う
。
日
ｘ
一【”‐一〇『
ぎ
『〓
ご

は
ノ
グ
チ
が
春
信
を
解
く
鍵
言
葉
と
い
っ
て
よ
い
。



ノ
グ
チ
は
ま
た
技
法
や
構
図
に
も
観
察
を
怠
ら
な
い
。
《
雪
中
相
合
傘
》
が
ノ
グ
チ
の
お
気
に
入
り
ら
し
く
、
キ

メ
コ
ミ
や
空
摺
り
に
よ
る
紙
面
の
浮
き
彫
り
、
白
と
黒
の
対
比
の
効
果
、
そ
の
雪
中
の
愛
の
会
話
を
ノ
グ
チ
は
自

作
の
詩
に
託
す
。
ノ
グ
チ
は
ま
た
、
春
信
の
描
く
線
の
迷
宮
に
即
興
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
弦
の
音
を
聞
く
。
一扉
の

脇
、
部
屋
の
隅
に
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
女
性
た
ち
が
、
半
ば
悪
戯

っ
ぼ
く
、
半
ば
恥
じ
ら
い
つ
つ
、
楽
園
を

演
出
す
る
。
春
信
の
設
定
の
巧
緻
、
触
れ
れ
ば
壊
れ
る
そ
の
異
界
性
。
百
五
十
年
前
、
四
十
六
歳
で
没
し
た
絵
師

が
、
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
紡
い
だ
こ
の
夢
幻
の
世
界
に
、
ノ
グ
チ
は
自
ら
の
老
い
を
感
じ
る
。
「狡
猾
さ

と
は
無
縁
な
こ
の
妖
精
の
虹
の
世
界
ほ
ど
、
執
拗
な
も
の
は
な
い
」
。
そ
れ
は

「手
ん
だ
時
代
が
き
わ
め
て
藝
術
的

に
創
造
し
た
自
然
現
象
」
だ

っ
た
、
と
ノ
グ
チ
は
語
る
。

春
信
の
死
後
、
そ
の
贋
作
を
な
し
た
春
重
こ
と
蘭
学
者
、
司
馬
江
漢
に
も
ノ
グ
チ
は
筆
を
割
く
。
ノ
グ
チ
の
女

婿
と
な
る
外
山
卯
三
郎
が
、
洋
風
画
研
究
家
と
し
て
名
を
成
し
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。
春
信
は
ま
た
、
「女
性

の
魂
の
具
現
と
し
て
自
然
を
賛
美
し
た
」
。
ノ
グ
チ
に
よ
れ
ば
、
春
信
の
早
す
ぎ
る
死
が
、
そ
の
風
景
画
の
完
成
を

妨
げ
た
。
「木
版
技
術
の
限
界
を
忘
れ
さ
せ
、
外
的
に
は
単
純
だ
が
内
的
に
は
示
唆
に
富
ん
だ
藝
術
を
木
版
画
の
う

ち
に
象
徴
さ
せ
た
」
こ
と
。
そ
こ
に
ノ
グ
チ
は
春
信
の
偉
業
を
確
認
す
る
。
絵
暦
や
見
立
て
の
趣
向
に
み
え
る
知

的
な
遊
戯
の
精
緻
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
は
ま
だ
詳
述
は
な
い
。

本
書
は
五
百
部
限
定
と
注
記
。
印
刷
は
日
本
。
英
文
校
閲
者
は

『北
斎
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同
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、
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Ｆ
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Ｒ
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「春
信
は
丘
の
頂
上
に
立
つ
神
託
で
は
な
く
、
妖
精
た
ち
が
仮
装
す
る
低
い
世
界
の
神
託
で
あ
る
」
と
ノ
グ
チ
は

『春
信
』
に
綴

っ
て
い
た
。
詩
人
の
念
頭
に
あ
っ
た
頂
上
と
は
、
疑
い
な
く
清
長
だ

っ
た
ろ
う
。
清
長
こ
そ
は
「日

本
木
版
画
界
の
王
」
で
あ
り
、
そ
の
出
現
な
く
し
て
、
「色
彩
版
画
の
寛
政
黄
金
期
」
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
ら
。
こ
の
冒
頭
の
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
く
、
本
書
で
の
ノ
グ
チ
の
文
体
は

『歌
麿
』
の
爛
熟
。退
廃
と
も

『春
信
』

の
夢
幻
的
若
や
ぎ
と
も
異
な

っ
た
、
古
典
的
名
文
の
格
調
を
響
か
せ
る
。
し
か
し
そ
の
清
長
の

「絶
頂
は
天
明
三

年
か
ら
八
年
の
わ
ず
か
五
年
間
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

「自
然
と
生
命
に
は
必
然
の
、
有
為
転
変
の
法
則
の
し
か
ら

し
む
る
も
の
」
だ
、
と
い
う
諦
念
を
こ
め
た
観
察
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
五
年
間
で
色
彩
版
画
を
完
璧
の
域
に
高

め
、
後
続
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
消
耗
し
た
清
長
を
、
「天
に
迎
え
ら
れ
た
藝
術
家
」
と
し
て
賞
賛
す

る
こ
と
が
、
ノ
グ
チ
の
本
書
で
の
責
務
と
な
る
。
天
明
四
年
以
降
の
創
作
ぶ
り
に
、
ノ
グ
チ
は
「そ
の
達
成
は
ほ
と

ん
ど
奇
跡
」
と
の
形
容
を
辞
さ
な
い
。
こ
れ
に
匹
敵
す
る
審
級
は
、
「日
本
の
藝
術
年
代
記
に
お
い
て
、
師
宣
と
春

信
を
除
け
ば
見
当
た
ら
な
い
」
。

こ
の
よ
う
に
清
長
を
位
置
づ
け
た
ノ
グ
チ
は
、
そ
の
藝
術
の
特
徴
を
語

っ
て
、
女
性
た
ち
の
姿
は
「誘
惑
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
た
し
か
に
優
美
に
し
て
威
厳
に
満
ち
て
い
る
」
と
形
容
す
る
。
「真
実
で
あ
り
し
か
も
同
時
に
精
神

性
を
も
つ
」
と
い
う
特
質
は

「き
わ
め
て
規
則
的
な
部
類
」
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も

「生
が
時
に
示
唆
し
、

時
に
説
明
す
る
美
は
、
清
長
に
あ
っ
て
は
音
楽
の
法
則
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
呈
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
」
。
こ
れ
が
、

そ
れ
自
体
き
わ
め
て
安
定
し
て
規
則
的
な
、
ノ
グ
チ
の
定
式
だ

っ
た
。
そ
れ
を
ノ
グ
チ
は
「
道
徳
的
審
美
主
義
」

〓
ｏ
ユ

＞
ｏ
∽↓訂
静
一∽日
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
す
る
。
「純
粋
に
し
て
本
能
的
な
人
間
の
情
緒
」
が
こ
こ
に
視
覚
化
さ
れ

る
。
「最
良
の
美
が
そ
の
ま
ま
最
良
の
道
徳
性
を
具
現
す
る
」
。
そ
れ
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
彫

像
的
な
ギ
リ
シ
ア
の
典
型
は
ほ
か
に
類
例
を
見
な
い
、
と
ノ
グ
チ
は
断
言
す
る
。
世
紀
末
の
パ
リ
で
は
、
歌
麿
に

ギ
リ
シ
ア
の
壺
絵
の
描
線
を
類
比
す
る
説
が
あ

っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た
単
純
な
類
比
と
は
違

っ
た
、
い
わ
ば
道
徳



的
規
範
が
ノ
グ
チ
の
論
を
支
配
す
る
。
「身
体
と
霊
魂
と
の
均
衡
を
こ
そ
人
生
の
最
高
の
目
的
と
す
る
」
の
が
、
古

代
ギ
リ
シ
ア
で
あ
り
、
「健
康
の
完
璧
さ
を
身
体
の
美
」
に
転
化
す
る
古
典
思
想
を
歌
麿
に
当
て
嵌
め
る
こ
と
に
は
、

無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
均
衡
が
崩
れ
た
と
き
、
清
長
の
制
作
は
、
「不
必
要
な
誇
張
含
み
の
万
華
鏡
」

へ

と
逸
脱
す
る
。

歌
麿

へ
の
観
察
は
、
清
長
に
対
し
て
は
里
大
女
を
見
る
こ
と
は
痛
み
に
あ
い
似
る
」
と
よ
り
平
明
な
表
現
を
と
る
。

実
際

『清
長
』
で
の
ノ
グ
チ
の
鍵
言
葉
は
「美
化
し
①８
一辱
し
①〓
↓一諄
〓
８

に
尽
き
て
い
る
。
そ
の
代
表
と
な
る
の

が
大
判
の
三
枚
続
き
の
連
作
と
な
る
。
《
浜
町
河
岸
の
夕
涼
》
で
は
女
性
た
ち
の
姿
に
微
風
が
隠
さ
れ
る
。
《
四
条

河
原
夕
涼
図
》
が
清
長
の
古
典
的
構
図
の
頂
点
を
な
す
こ
と
は
、
衆
目
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
こ

に
ノ
グ
チ
は
何
か
が
欠
け
て
い
る
と
の
印
象
を
禁
じ
え
な
い
。
そ
れ
は

「百
幹
完
璧
な
も
の
に
は
つ
き
も
の
の
、
か

す
か
な
軽
い
落
胆
」
だ
と
い
う
。
「不
完
全
さ
は
想
像
力
に
余
地
を
残
す
」
が
、
そ
れ
が
清
長
に
は
や
や
も
す
る
と

欠
け
る
。
そ
の
悲
し
さ
を
詩
人
は
知
っ
て
い
る
。
「天
明
画
壇
に
君
臨
し
て
そ
の
天
才
を
枯
渇
さ
せ
た
」
清
長
は
晩

年
、
「過
去
の
栄
光
の
追
憶
の
中
に
惰
眠
を
貪
る
」
。
絵
師
の
履
歴
の
欠
落
を
著
者
は
遺
憾
と
し
、
寛
政
期
の
女
性

像
消
滅
を
謎
と
し
つ
つ
筆
を
置
く
。
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清
長
の
画
業
が
、
古
典
的
と
い
っ
て
も
よ
い
納
ま
り
を
見
せ
た
の
に
た
い
し
、
ど
う
や
ら
写
楽
は
ノ
グ
チ
が

一

番
手
を
供
い
た
相
手
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
冒
頭
こ
そ

「写
楽
は
真
夜
中
の
彗
星
だ

っ
た
」
と
衡
い
な
き
常
套
句
が

設
定
さ
れ
る
が
、
続
く
行
文
に
は
い
さ
さ
か
彗
星
の
軌
道
を
掴
み
か
ね
て
い
る
風
情
が
あ
る
。

突
如
画
壇
に
登
場
し
て
寛
政
五
年
か
ら
八
年

（
一
七
九
二

‐
一
七
九
六
）
ま
で

「三
年
間
に
三
四
点
の
役
者
絵

を
残
し
」
、
忽
然
と
消
え
た
謎
の
絵
師
。
ノ
グ
チ
は
彼
に
感
情
移
入
し
、
そ
の
短
命
の

「悲
劇
」
に
身
震
い
と
落
涙

を
禁
じ
え
な
い
。
写
楽
は
残
忍
な
ま
で
に
役
者
た
ち
の
形
相
を
誇
張
し
て
み
せ
た
が
、
そ
の
絵
師
が
消
滅
し
て
、
江

戸
の
民
衆
は
悪
夢
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
実
感
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
想
像
を
巡
ら
す
ノ

グ
チ
は
、
し
か
し
こ
う
是
正
を
加
え
る
。

「藝
術
の
真
価
は
、
同
時
代
評
の
射
程
を
超
え
る
。
た
ん
な
る
賞
賛

ａ
ヨ
．『〓
８

は
、
本
当
の
賞
玩
Ｓ
ｏ
「①ｏ
〓
一８

と
は
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
。
清
長
や
歌
麿
に
陶
酔
す
る
輩
は
、
写
楽

が
預
言
者
然
と
し
て
主
宰
す
る
王
国
に
は
、
縁
な
き
衆
生
だ
、
と
。

「才
能
の
絶
頂
の
み
を
歴
史
に
残
せ
た
写
楽
は
幸
せ
だ
」
。
し
か
し
寛
政
に
生
ま
れ
た
の
は
間
違
い
だ

っ
た
。
こ

の
百
五
十
年
前
の
作
品
が
、
翼
詈
星
さ
な
が
ら
、
昨
日
生
ま
れ
た
よ
う
な
新
鮮
さ
」
で
飛
来
す
る
。
だ
が
ノ
グ
チ
に

は
ま
だ
、
写
楽
を
語
る
べ
き
言
葉
が
定
ま
ら
な
い
。
ノ
グ
チ
は
言
う
。
「写
楽
が
役
者
の
実
相
に
迫

っ
た
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
役
者
た
ち
が
写
楽

へ
と
靡
い
た
の
だ
」
、
と
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
ワ
イ
ル
ド
の
藝
術
論
の
焼
き
直
し

に
過
ぎ
ま
い
。
ノ
グ
チ
は
つ
い
で

《
松
本
米
三
郎
の
仲
居
お
つ
ゆ
》
（図
版
五

一
）
の
線
描
に
、
獅
子
を
左
右
対
称

に
意
匠
化
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ブ
レ
イ
ク
ば
り
の
美
を
見
出
す
。
英
国
の
幻
視
者
同
様
、
絵
師
の
放
縦

汗
８
８
が

役
者
を
藝
術
的
に
再
創
造
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
細
版
に
は
、
絵
師
の
皮
肉
、
嘲
笑
、
憤
慨
ば
か
り
か
、
不
快
を

隠
さ
ぬ
嫌
悪
や
悪
意
す
ら
見
え
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
ノ
グ
チ
の
記
述
は
矛
盾
を
犯
す
。
ド
イ
ツ
人
研
究
者
ク
ル

ト
は
、
能
役
者
の
出
自
と
、
古
典
的
教
養
と
が
、
写
楽
を
し
て
、
歌
舞
伎
俳
優
を
皮
肉
な
目
で
描
か
せ
た
と
説
く
。

こ
れ
に
首
肯
せ
ぬ
ノ
グ
チ
は
、
「愛
情
な
く
し
て
は
、
何
物
も
達
成
で
き
な
い
」
と
切
り
返
す
。
だ
が
不
快
や
悪
意

は
、
愛
情
と
両
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
写
楽
は
不
人
気
ゆ
え
に
退
場
し
た
の
か
。
式
亭
三
馬
の

『稗
史
憶
説
年
代
記
』
の
地
図
は
、
写
楽
を



離
島

へ
と
島
流
し
に
し
、
大
田
南
畝
の

『浮
世
絵
類
考
』
も
、
「長
く
世
に
行
は
れ
ず
」
と
記
す
。
だ
が
ノ
グ
チ
は
、

む
し
ろ

「写
楽
は
自
分
の
成
果
に
満
足
す
れ
ば
こ
そ
浮
世
絵
を
捨
て
た
」
と
考
え
る
。
版
元
、
蔦
屋
重
二
郎
の
死

去
が
、
そ
の
要
因
と
し
て
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
結
構
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
も
そ
も
ノ
グ
チ
は
冒
頭
で
、
写

楽
の
退
場
に
悲
哀
を
感
じ
、
そ
こ
に
、
自
信
を
喪
失
し
た
藝
術
家
の
孤
立
の
影
を
投
影
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。
こ

こ
で
も
ノ
グ
チ
の
議
論
は
、
不
思
議
な
饂
齢
を
露
呈
す
る
。

ロ
ン
ド
ン
は
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
街
の
骨
董
屋
で
写
楽
の
五
代
団
十
郎
に
再
会
し
た
ノ
グ
チ
は
、
そ
こ
に
、
見

慣
れ
た
役
者
と
は
異
質
の
、
「英
国
紳
士
然
と
し
た
飽
食
者
の
冷
笑
ぶ
り
」
を
認
め
た
。
祖
国
で
は
耐
え
難
い
輩
で

も
、
海
外
で
出
会
え
ば
友
好
で
無
害
な
善
人
に
変
貌
す
る
。
「団
十
郎
は
英
国
に
お
似
合
い
」
だ

っ
た
。
美
醜
の
変

貌
を
体
験
し
た
ノ
グ
チ
は
、
し
か
し

「写
楽
は
醜
の
う
ち
に
美
を
見
た
」
と
の
説
を
退
け
る
。
醜
悪
さ
を
誇
張
す

る
ベ
テ
ン
師
、
と
の
悪
口
に
対
し
て
、
誇
張
こ
そ
が
偉
大
さ
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
こ
に
写
楽
理
解
の
端
緒
も

開
け
る
と
答
え
る
。
だ
が
、
受
信
器
な
く
し
て
無
線
通
信
が
無
理
な
よ
う
に
、
四
次
元
世
界
に
棲
む
藝
術
家
は
、
三

次
元
世
界
で
は
理
解
不
可
能
だ
、
と
も
詩
人
は
告
白
す
る
。

な
お
、
以
上
六
名
の
浮
世
絵
師
に
つ
い
て
は
、
別
に
野
日
米
次
郎

『春
信
。清
長

・
写
楽
論
』
（第

一
書
房
、
昭

和
元
年
）
『浮
世
絵
六
大
絵
師
』
（私
家
版
）
な
ど
、
日
本
語
に
よ
る
著
書
が
あ
る
。
英
文
で
は

一
部
日
本
語
著
書

の
作
品
解
説
を
流
用
し
て
お
り
、
立
論
に
関
し
て
も
、
和
英
の
異
同
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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ノ
グ
チ
命
名
の
「六
大
絵
師
」
の
総
覧
に
つ
づ
き
、
師
宣
以
降
、
春
信
に
至
る
部
分
を
補

っ
た
大
著
。
こ
れ
に
よ

リ
ノ
グ
チ
は
浮
世
絵
史
の
提
要
を
押
さ
え
た
こ
と
に
な
る
。
序
文
に
は
浮
世
絵
版
画
の
価
値
を
正
当
に
評
価
で
き

ず
、
そ
の
海
外
流
出

（と
い
う
よ
り

「西
洋
人
に
よ
る
略
奪
」
８
●
∽”舞
い●
し

を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を

「我
わ
れ
」
日
本
人
と
し
て
悔
や
む
文
言
が
見
え
る
。
こ
の
「誤
謬
に
気
付
き
、
藝
術
感
覚
を
是
正
し
た
と
き
に
は
、

す
で
に
手
遅
れ
で
あ
っ
た
」
。
だ
が
、
ま
だ
外
国
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
品
々
が
日
本
に
は
残

っ
て
お
り
、
浮
世
絵

に
限
ら
ず
、
肉
筆
は
海
外
の
収
集
家
に
は
ま
だ
大
部
分
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
。
本
書
は

「そ

の
証
言
で
あ
り
、
ま
た
版
画
を
評
価
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
我
々
が
西
洋
人
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
の
、
説

明
お
よ
び
自
己
弁
護
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
文
化
財
の
海
外
流
出
が
問
題
と
な
り
、
法
的
規
制
が
設
け
ら
れ
た
世
相
を

反
映
す
る
の
み
な
ら
ず
、
満
洲
国
成
立
後
、
西
欧
列
強
と
の
利
害
対
立
が
激
化
し
つ
つ
あ

っ
た
時
代
の
、
著
者
の

価
値
観
を
表
明
し
て
い
る
。

本
文
で
は
、
初
期
浮
世
絵
の
残
存
す
る
作
例
に
解
説
を
付
し
つ
つ
、
そ
れ
を
可
能
な
範
囲
で
年
代
順
に
配
列
す

る
こ
と
に
意
を
注
い
で
お
り
、
学
術
的
な
体
裁
で
正
確
な
情
報
を
盛
ろ
う
と
す
る
性
格
が
強
い
。
「初
期
浮
世
絵
」

に
「
ヨ
い一一お

と
ぃ
ぅ
形
容
詞
を
当
て
る
に
つ
い
て
は
、
導
入
部
で
説
明
を
設
け
、
男
児
の

一
生
に
お
け
る
少
年
期

に
類
比
す
る
比
喩
を
使
い
、
「日
本
版
画
の
王
国
の
、
夜
明
け
の
門
に
英
雄
的
に
作
む
」
の
が
師
宣
や
清
信
で
あ
り
、

こ
れ
は
三
度
と
繰
り
返
し
え
な
い
も
の
だ

っ
た
、
と
叙
述
さ
れ
る
。

こ
こ
に
「進
化
論
的
」
史
観
の
あ
る
こ
と
は
ノ
グ
チ
自
身
が
明
言
し
て
い
る
。
錦
絵
確
立
に
先
立
つ

「技
術
成
立

以
前
の
技
術
」
の
「
ヨ
い一一お

性
が
、
内
な
る
精
神
の
泡
立
ち
に
形
を
授
け
、
初
期
浮
世
絵
に
は

「荒
々
し
く
偉
大

な
る
創
造
の
力
」
が
横
溢
し
て
い
る
。
そ
れ
は
民
衆
の
野
生
的
な
欲
望
に
応
え
た
藝
術
だ
が
、
そ
れ
を
「文
明
化
以

前
の
日
本
」
と
呼
ぶ
の
は
間
違

っ
て
お
り
、
「徳
川
文
明
」
は
す
で
に
そ
の
頂
点
を
迎
え
つ
つ
あ

っ
た
、
と
ノ
グ
チ
は

述
べ
る
。
総
じ
て
「日
本
文
明
」
の
栄
光
を
、
徳
川
初
期
に
見
定
め
て
実
証
し
、
伊
藤
仁
斎
、
荻
生
征
徳
、
契
沖
、
芭

蕉
、
西
鶴
、
近
松
門
左
衛
門
、
さ
ら
に
藝
術
家
で
は
狩
野
常
信
、
住
吉
具
慶
ら
を
輩
出
し
た
同
時
代
の
姿
を
、
浮



世
絵
幕
開
け
の
初
期
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
意
図
が
見
え
る
。
技
術
的
に
は
幼
稚
で
も
、
師
宣
、
清
信
か
ら
木
版

画
を
奪

っ
た
ら
、
そ
の
価
値
は
七
割
が
た
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
た
っ
た
十
七
音
節
と
い
う
痩
せ
た
形
の

う
え
に
際
限
な
き
詩
の
世
界
を
築
い
た
芭
蕉
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
、
と
ノ
グ
チ
は
主
張
す
る
。
こ
れ
が
徳
川
時
代

に
暗
黒
の
封
建
制
を
見
る
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
解
釈
と
は
、
ま
っ
た
く
折
り
合
わ
な
い
「国
粋
史
観
」
だ

っ
た
こ
と

も
否
定
で
き
ま
い
。

ノ
グ
チ
は
「友
よ
、
未
開
に
戻
り
、
あ
ら
た
に
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
る
。
そ
れ
が
絵
師
た
ち
の
主
張

だ

っ
た
か
否
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
と
断
わ
り
つ
つ
。
だ
が
こ
こ
に
は
、
海
外
で
日
本
の
「文
明
」
が
あ
ま
り
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
義
憤
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
、
同
時
代
の
島
崎
藤
村
に
も
通
じ
る
意
識
が
読
み
取
れ
よ
う
。

「夜
明
け
前
」
へ
の
関
心
。
そ
れ
が
こ
の
後
、
ノ
グ
チ
を
し
て
天
平
時
代
の
古
代

へ
、
正
倉
院

へ
と
遡
ら
せ
て
ゆ
く

こ
と
と
な
る
。
本
書
に
は
古
代
日
本

へ
の
回
帰
の
前
哨
を
見
定
め
う
る
。

千
部
印
刷
の
う
え
、
五
百
部
は
国
内
向
け
、
五
百
部
は
英
米
に
て
販
売
予
定
と
あ
り
、
刷
番
号
記
入
を
意
図
し

た
体
裁
を
取
る
。
シ
カ
ゴ
美
術
館
日
本
部
門
の
著
名
な
学
藝
員
、
コ
ｏお
『一鼻

薫

の
８
ズ
ョ
（“
協
‐も
ま
）
に
捧
げ
ら

れ
て
い
る
。

英
文
校
閲
で
は
立
教
大
学
の
■

Ｗ
ａ
♂
ａ
教
授
夫
妻

へ
の
謝
辞
が
み
え
る
。

（
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日
本
国
有
鉄
道

・
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ

ュ
ー
ロ
ー
発
行
の
十
冊
続
き
入
門
書
の
第
五
冊
。
外
国
人
観
光
客
誘
致
が
国

策
の

一
環
と
な
っ
た
時
代
に
、
大
学
教
授
職
に
あ
る
著
名
な
書
き
手
な
ど
に
執
筆
が
依
頼
さ
れ
た
充
実
し
た
企
画

だ
が
、
他
の
著
者
も
直
接
英
文
で
執
筆
し
た
も
の
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
Ｉ
部
の
「広
重
の
生
涯
」
は
、
主
に
内
田
実
の

『広
重
』
に
依
拠
し
た
客
観
的
伝
記
。
総
作
品
数
が
八
千
点
を

超
え
、
う
ち
五
千
五
百
点
が
色
彩
版
画
と
い
う
多
産
ぶ
り
、
ま
た
肉
筆
の
写
生
帳
の
大
半
が
関
東
大
震
災
で
喪
失

し
た
事
実
や
、
諧
誰
を
解
し
つ
つ
、
宵
越
し
の
金
は
も
た
ぬ
広
重
の
江
戸
っ
子
気
質
な
ど
が
淡
々
と
綴
ら
れ
る
。
続

く
第
Ⅱ
部
「広
重
と
風
景
」
は
、
実
際
に
は
浮
世
絵
版
画
風
景
画
略
史
と
い
う
べ
き
体
裁
で
、
美
人
画
の
師
宣
に
よ

る

《
東
海
道
分
間
絵
図
》
か
ら
説
き
始
め
る
。
洋
書
解
禁
に
伴
い
、
円
山
応
挙
の
眼
鏡
絵
、
豊
春
の
ヴ

ェ
ネ
チ
ア

風
景
の
浮
絵
な
ど
が
西
洋

へ
の
異
国
趣
味
を
高
め
た
経
緯

（た
だ
し
奥
村
正
信
は
〓
”『５
３
〓
な
ど
誤
記
散
見
）
。
そ

れ
が
北
斎
の

『富
嶽
三
十
六
景
』
２

八
三
三
）
に
よ
り
決
定
的
に
凌
駕
さ
れ
た
直
後
に
、
そ
れ
よ
り
三
七
歳
年
下

の
広
重
が
、
新
趣
向

へ
の
期
待
に
答
え
て
、
北
斎
の
お
株
を
奪
う
様
が
、
小
気
味
良
い
文
体
で
叙
述
さ
れ
る
。
風

景
画
家
と
い
う
、
浮
世
絵
の
伝
統

へ
の
い
わ
ば
反
逆
者
た
る
広
重
に
、
浮
世
絵
の
絶
頂
と
終
局
と
を
見
る
ノ
グ
チ

は
、
英
語
圏
の
読
者
を
意
識
し
て
、
西
洋
に
も
広
重
に
自
己
同

一
化
で
き
る
読
者
の
あ
る
こ
と
に
期
待
を
寄
せ
つ

つ
、
広
重
は
自
然
を

「祝
福
さ
れ
た
孤
立
」
に
よ
っ
て
抽
出
す
る
と
き
、
傑
作
を
生
む
、
と
い
う
前
著
以
来
の
主

張
を
、
自
著
を
引
き
つ
つ
繰
り
返
す
。
ま
た
前
著

『広
重
』
の
冒
頭
も
再
度
利
用
し
、
帰
国
後
の
広
重
開
眼
が
、
「突

然
の
熱
狂
」
だ

っ
た
こ
と
を
証
言
す
る
。
広
重
を

「国
民
藝
術
家
」
と
見
る
の
が
、
そ
の
結
論
と
な
る
。

第
Ⅲ
部
は
ノ
グ
チ
が
広
重
の
名
作
と
み
な
す
版
画
三
十
点
を
厳
選
の
う
え
、
詳
細
な
解
説
を
施
す
。
こ
の
体
裁

は
、
以
降
の
美
術
関
係
著
作
の
定
型
と
な
る
。
前
著

『広
重
』
で
概
説
し
た
ノ
グ
チ
の
広
重
観
を
、
複
製
図
版
に

寄
り
添

っ
て
ひ
と
つ
ず

つ
展
開
し
、
画
面
に
即
し
て
詩
想
を
述
べ
る
。
そ
の
楽
し
さ
が
、
行
間
か
ら
も
感
じ
ら
れ

る
。
《
木
曾
路
の
雪
》
な
ど
で
は
、
前
著
の
叙
述
が
そ
の
ま
ま
長
文
で
引
用
さ
れ
る
。
全
体
と
し
て
は
、
主
題
別
の

展
開
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
ま
ず
雪
景
色
、
つ
い
で
月
夜
の
風
景
、
つ
い
で
雨
、
霧
、
さ
ら
に
は
焚
き
火
の
煙
、
夜

景
の
花
火
と
辿
り
、
晩
年
の

《
播
磨
　
舞
子
浜
》
《
阿
波
の
鳴
門
》
に
止
め
を
さ
す
。
広
重
に
「感
傷
主
義
な
き
感



傷
的
風
景
」
を
見
定
め
る
ノ
グ
チ
は

《
多
摩
川
秋
月
》
な
ど
で
は
「個
人
性
の
欠
如
と
い
う
詩
的
祝
福
」
を

「治
外
法

権
」
興
一『贄
①ヨ
．一ｏ
『〓
こ

の
理
念
に
結
び
付
け
て
賛
辞
を
呈
す
る
。
没
個
性
論
に
は
同
時
代
の
東
洋
美
学
、
東
洋
哲

学
と
の
競
合
も
想
定
で
き
よ
う
。
ま
た

「我
々
日
本
人
は
秋
に
は
哀
愁
を
感
じ
る
」
な
ど
の
言
挙
げ
も
、
以
前
に

は
見
え
ぬ
修
辞
。
『京
都
名
所
』
中

《
淀
川
》
で
は
売
り
子
の
船
の
呼
び
名

「食
ら
わ
ん
か
」
を
わ
ざ
わ
ざ
転
写
し

な
が
ら
”
ｃ
『”要
〓
ご

と
誤
植
が
残
る
。
察
す
る
に
、
校
了
作
業
に
著
者
の
点
検
が
及
ば
な
か
っ
た
可
能
性
も
想
定

で
き
よ
う
。

⑩

』
さ
ミ
む
ヽ
い
ヽ
ο
ミ
ミ
や
ヽ
ヽ
き
ヽ
∽
ざ

な
き
ψ
引
集

〉
９

弓
訂

バ
ヽ
９
σ
“
甲
バ
姜
Ｓ

”
「８
´

も
含

Ъ

・い
ｏ
ｏ
ｏ
も
・）
■
・∞
９

（復
刻
集
第
二
巻
第
二
番
目
）

一
九
四
〇
年
、
い
わ
ゆ
る
皇
紀
二
六
〇
〇
年
奉
祝
行
事
の

一
環
と
し
て
、
正
倉
院
宝
物
の
特
別

一
般
展
覧
が
東

京
で
開
催
さ
れ
た
。
序
文
の
弁
に
従
え
ば
、
本
書
は
こ
の
機
会
に
接
し
た
ノ
グ
チ
が
あ
く
ま
で
個
人
の
資
格
に
お

い
て
、
そ
の
宝
物

へ
の
評
価
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
著
さ
れ
た
。
す
で
に
帝
室
博
物
館
か
ら
は
正
倉
院
宝

物
に
関
す
る
公
式
の
目
録
十
二
巻
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
発
刊
に
あ
た
っ
て
ノ
グ
チ
は
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
、
写

真
掲
載
許
可
に
関
し
て
は
、
博
物
館
長

・
渡
辺
仁
の
配
慮
を
得
た
ほ
か
、
同
館
館
員
の
秋
山
光
夫
の
助
言
を
得
た

旨
注
記
し
て
い
る
。
英
文
に
つ
い
て
は
、
慶
応
大
学
の
同
僚
で
あ
る
９
〓
・
の
『中鍵
∽
と
と
も
に
、
西
脇
順
三
郎

へ
の

謝
辞
が
見
え
る
。
個
人
の
資
格
に
よ
る
刊
行
物
と
は
い
え
、
国
家
機
関
の
援
助
を
受
け
た
英
語
出
版
と
し
て
、
造

本
や
写
真
版
の
準
備
に
も
格
別
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
皇
紀
二
六
〇
〇
年
奉
祝
行
事
と
し
て
は
、
万
国
博
覧
会
や
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
招
致
な
ど
が
計
画

さ
れ
た
が
、
国
際
事
業
の
多
く
は
実
現
を
見
な
か
っ
た
。
あ
た
か
も
そ
の
欠
を
補
う
か
の
よ
う
に
、
ノ
グ
チ
は
本

書
序
文
冒
頭
で
、
正
倉
院
宝
物
展
が
「前
例
を
見
な
い
出
来
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
筆
強
調
し
、
そ
の
文
化
事
業

と
し
て
の
意
義
を
強
調
す
る
。
「美
術
史
の
み
が
永
続
す
る
生
命
を
も
っ
て
栄
え
る
」
の
で
あ
り
、
政
治
で
あ
れ
軍

事
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
事
柄
は
、
し
ょ
せ
ん
束
の
間
の
変
動
に
す
ぎ
な
い
、
と
の
価
値
観
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に

時
局
に
た
い
す
る
ノ
グ
チ
の
立
場
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
「聖
武
天
皇
が
生
涯
に
鐘
愛
し
た
品
々
に
視
線
を
注
ぎ
つ

つ
博
物
館
の
回
廊
を
廻
る
に
つ
れ
、
我
ら
は
誰
し
も
、
沈
黙
の
う
ち
に
納
得
す
る
。
い
ま
や
世
界
は
、
心
の
重
み

を
失
調
し
て
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
か
か
る
過
客
の
世
界
に
対
す
る
藝
術
的
な
挑
戦
こ
そ
が
、
こ
の
展
覧

会
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
」
。
天
平
時
代
の
栄
光
を
事
挙
げ
す
る
こ
と
は
、
現
今
の
日
本
が
お
か
れ
た
政
治
・
軍

事
的
な
逆
境
に
対
す
る
文
化
的
代
償
措
置
で
あ
り
、
ノ
グ
チ
は
そ
の
文
化
事
業
の

一
翼
を
担
お
う
と
す
る
。

本
文
の
最
後
に
は
、
時
局
に
対
す
る
明
言
も
見
え
る
。
「亜
細
亜
新
体
制
の
発
足
」
は
、
「聖
徳
太
子
や
聖
武
天
皇

が

『
ア
ジ
ア
は
ひ
と
つ
』
と
い
う
文
化
運
動
を
喧
伝
し
た
、
あ
の
古
代
を
い
ま
に
復
古
」
す
る
も
の
と
し
て
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。　
一
九
四
〇
年
の
時
点
で
岡
倉
覚
三
の

『東
洋
の
理
想
』
２

九
〇
三
年

刊
）
の
冒
頭
の

一
句
が
、
超
国
家
主
義
の
文
化
的
後
ろ
盾
と
し
て
鋳
直
さ
れ
、
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い
る
様
が
、
こ

こ
に
は
明
確
に
確
認
で
き
る
。
聖
武
天
皇
が
日
本
に
お
け
る
ア
シ
ョ
カ
王
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
英
語
を
通
じ
て
世

界
に
喧
伝
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
ノ
グ
チ
の
天
命
と
な
る
。
こ
こ
で
ノ
グ
チ
は
ロ
バ
ー
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
詩

『チ
ャ
イ
ル
ド

・
ロ
ー
ラ
ン
』
を
捩
り
、
日
本
が
暗
黒
の
塔
の
、
悪
魔
の
試
練
に
直
面
せ
ぬ
と
も
限
ら
ぬ
、
と
い
う

預
言
め
い
た
暗
示
を
語
る
。
こ
こ
で
さ
ら
に
ノ
グ
チ
は

『論
語
』
を
引
く
。
「子
、
四
を
絶
つ
。
意
な
く
、
必
な
く
、

固
な
く
、
我
な
し
」
。
こ
れ
を

「結
論
先
行
、
恣
意
的
な
決
め
付
け
、
頑
固
さ
、
利
己
主
義
を
避
け
る
こ
と
」
の
教

え
と
解
釈
し
た
ノ
グ
チ
は
、
そ
の
条
件
下
な
ら
ば
東
亜
新
秩
序
の
建
設
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
東
洋
の
文
化
的
中

心
を
樹
立
す
る
試
み
を
も
、
聖
武
天
皇
は
佳
と
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
結
ぶ
。
こ
こ
に
は
ノ
グ
チ
の
信
念
を
見



定
め
て
よ
か
ろ
う
。
政
治
的
・軍
事
的
な
「恣
意
」
が
す
で
に
現
実
と
し
て
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
さ
な
か
、
ノ
グ
チ
の

思
弁
を
虚
偽
の
夢
想
、
輸
晦
あ
る
い
は
現
実
逃
避
と
み
て
糾
弾
す
る
の
は
、
容
易
か
ろ
う
。
政
治
学
の
審
美
化
と

審
美
学
の
政
治
化
と
の
相
互
作
用
も
見
逃
せ
ま
い
。
だ
が
時
局
に
臨
ん
だ
詩
人
は
、
こ
の
文
化
的
使
命
に
こ
そ
、
お

の
が
滅
私
奉
公
の
途
を
見
出
し
て
い
た
。

本
書
に
特
定
の
人
物

へ
の
献
辞
は
な
い
が
、
「美
の
探
究

へ
と
飛
翔
す
る
わ
が
友
た
ち
の
魂

へ
」
と
あ
り
、
冒
頭
に

は
聖
武
天
皇
を

「陛
下
」
と
呼
び
、
「臣
下
」
と
し
て
の
資
格
で
捧
げ
た
賛
美
の
英
詩
が
献
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
敗

戦
後
、
京
都
の
富
書
房
か
ら

『
正
倉
院
宝
物
』
（昭
和
二

一
年
）
『上
代
の
彫
刻
』
（昭
和
三
二
年
）
ほ
か
の
冊
子
が

出
版
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
前
者
は
、
英
語
版
と

一
致
す
る
コ
ロ
タ
イ
プ
図
版
を
多
く
含
む
。
だ
が
本
文
は
、
英

文
と
は
構
成
を
異
に
し
て
お
り
、
同

一
出
版
物
と
は
見
な
し
え
な
い
。

（サ
ン
パ
ウ
ロ
に
て
　
一
一〇
〇
八
年
十
月
八
日
）

＊
ノ
グ
チ
の
英
語
雑
誌

へ
の
執
筆
な
ど
に
つ
き
、
堀
ま
ど
か
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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